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主要なAl含有鉱石とAl2O3製造法

鉱石名 化学組成 Al2O3製造方法

礬土頁岩(Diaspore) Al2O3・H2O 高温Bayer法
Bauxite(Gibbsite) Al2O3・3H2O Bayer法
白榴石(Leucite) K2O・Al2O3・4SiO2 Blanc法
霞石(Nepheline) 3Na2O・K2O・4Al2O3・9SiO2 曹達石灰法

明礬石(Alunite) K2O・3Al2O3・4SiO2・6H2O 住友法

粘土(Clay/Kaolin) Al2O3・2SiO2・2H2O Aloton法









Bauxite 水酸化Aluminium
（Al2O3・3H2O）

Alumina
（α‐Al2O3）

Aluminium
（Al Metal）

苛性曹達溶解

Ｂａｙｅｒ法

（150℃／250℃）

焙焼
（1200℃）

電気分解

Hall‐Hroult法

Aluminiumの製造工程







BAUXITEのTYPEによる特徴

TYPE Bayer法 α-Al2O3への転移温度
（焼成温度）

Gibbsite型Bauxiｔｅ 低温抽出 １２００℃
（Australia他） （１５０℃）

Diaspore型Bauxite 高温抽出 ６００℃
（礬土頁岩） （２５０℃）













１）BauxiteのProcessing
高勾配磁力選鉱（ＨＧＭＳ）と浮遊選鉱

































２）高粘土低品位ｂａｕｘｉｔｅ対応のＢａｙｅｒ法

住友化学法









３）α種添加によるα化転移温度の低下と

セラミックス強度・靭性の増加

東北大学齋藤文良教授研究室













纏

１．礬土頁岩の高勾配磁力選鉱／ＤＴＡＢを捕集剤とする
逆浮遊選鉱の可能性

２．改良Ｂａｙｅｒ法による多粘土低品位鉱への適用と赤泥
の高炉原料としての有効利用の可能性

３．析出工程でのα種添加と高強度・高靭性 alumina
ceramics の製造方法の可能性
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